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平成 29年度 境港市校区審議会 (第 5回 )

日 時 平成 29年 9月 26日
16時より

会 場 市役所第一会議室

1.開 会

2.会長あいさつ

3.概要説 明

4.審 議

○最終答申案について

○最終答申の確認

5。 その他

6。 教育委員会あいさつ

7.閉  会



境港市小中学校編成について (最終答申案)

平成28年度、境港市教育委員会より諮問を受けたことについて、以下の通り最終答申として
示すものとする。

1.将来の児童生徒数減少に対応した小中学校の編成の方向について

○ これからの境港市の小中学校の児童生徒数はヽ 聯 市人ロビジョン」によれば、2060年
(平成72年)には、現在の約40%ま で減少して約Hoo人になると推測されており、市内の

大半の学校は規模の小さな学校となる。文部科学省の「/Ak■
/Jヽ学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手ヲロによれば、小中学校では一定の集団規模が確保されていることが望まれるとあり、学校の小規模化が進めば、それに伴う教育上の課題がこれまで以上に顕在化すると指摘されている。義務教育の書倉樫雰勇奪重農鱈度に電まη里燥菖百晨罫げ:言育票の地域の実情に応じた適切な学校教育の在り

らの児童生徒にとってより良い教育環境はどうあるべきかについて議論を深めていく必要がある。

L菱:霧鴛葬警懇獲発茎翼鶴饉馨彊]
築や学校の統合等についても検討していく必要がある。

○ 現在検討されている新しい学習指導要領は、小学校では平成32年度より、中学校では平成

IfJttliヨ「塁]指藷7髯][葛虐ri]鼈催象亘曹繕写7琴夕翼す昇彗
といった学校マネジメントの重要性が示されている。これらの要素をより効果的に、より戦略的に行い、義務教育の水準を向上させることが期待される学校の教育環境について検討していく必要がある。

○ 以上のことをもとに、境港市の将来的な小中学校の編成の在り方として、次のとおりとすることが適当と考える。

(1)義務教育の水準を向上させることを目指し、将来的な児童生徒の減少と校舎の改築や統

宗阜宣讐藤瞥醤裏署言冤諄雪急「曇落撃ば逸」中`一貫校を開設することが望ましい。また、
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l模など、学校統合に係る諸問題について、総合的に検討した上で判断する必要がある。
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    雛る「義務教育学校」について検討することが望ましい。



(3)中学校校区で小中一貫校が開設されて、今までより校区が拡大されることに伴い、学校と地域との連携をさらに一歩進め、子どもや学校の抱える課題の解決や、未来を担う子どもたちの豊かな成長のために、「社会に開かれた教育細 が推進されるよう「コミュニティ・スクール (学校運営協議会制度)」 を目指すことが望ましい。

2.今後の学校の編成の方向に照らした曲 Iヽ学校の在り方について

○ 蘭 ∫ヽ学校は、余子小学校から分離し、昭和 58年に開校 した。開校時の児童数は333人であつたが、年々児童数が減少し、平成29年度は53名 となっている。また、昨年度から複式
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麒諄
○ これからしばらくの間、この小規模の状態が続くという条件下では、教育の機会均等とその水準の維持・向上を保障していくことは難しいと考えられるため、これからの児童にとってより良い教育環境を提供していくことが望まれる。併せて、現在在籍している児童のためにも適切な教育環境を早期に検討することが求められる。

○ 前述したように、境港市の小中学校の編成の方向については、現在の中学校区を中心にし
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1ついても考慮 しつつ、今後どのようにするの
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、今後の
(1)第 1候補案
第二中学校区の余子小学校、中浜小学校、施 lヽ学校を一度に統合し、第二中学校に隣接するように小学校校舎を増設し、なるべく早期に小中一貫校を開設する。

(2)第 2候補案
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小中一貫校開設(案)のイメージ

二                             ▲
※誠道小学校と余子小学校との再統合を平成3rf御 基 ●≦吉ても仮定であり、これより遅′1ヽ Eb……‐ 士きИh nH∃ Lた .ハ ′=4仏 L 遅くなる可能性もある。llt;Ig?F3g,lo1t!trF1pg.€5ou;e<"rja;i#'m?iBi統合の時期が2回あり、児童の新たな環境への適応、統合に係る学校事務の負担等の課題がある。

針1-特 別支援学級数が加わる
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※平成35年開設は、あくまでも仮定であり、前後する可能性もある。

平成29年5月 現在(含特支学級)

・住吉小学校(648人 :26学級)

・福米東小学校(596人 :22学級)

・福米西小学校(579人 :21学級)

・加茂小学校(535人 :21学級)

誠道小と余子小を再統
合した場合の児童数


